
 
－

 3
2 
－

 

（
2）

環
境

面
も
含
め
た
総
合

的
な
取

組
へ

 

 

企
業
価
値
を
評
価
す
る
視
点
は
、
「

経
済
性
」
の
み
な
ら

ず
、
「
環
境
」
や
「
社
会
性
」
も
含

め
た
総
合
的
な
企
業

価
値
を
評
価
す
る
方
向
へ
と
確
実
に

変
化

背
　

景

○
「
持

続
可

能
な

開
発

」
と

は
、

「
将

来
の

世
代

の
要

求
を

満
た

し
つ

つ
、

　
現

在
の

世
代

の
要

求
も

満
足

さ
せ

る
開

発
」
（
次

世
代

間
と

の
公

平
性

）
○

当
初

は
、

環
境

と
経

済
発

展
の

両
立

を
主

な
視

野
に

入
れ

た
概

念

○
近

年
で

は
、

単
に

環
境

の
み

な
ら

ず
、

社
会

的
側

面
に

も
範

囲
が

拡
大

○
さ

ら
に

、
同

じ
社

会
的

側
面

の
中

で
も

途
上

国
の

貧
困

問
題

や
人

種
　

差
別

と
い

っ
た

問
題

に
加

え
、

先
進

諸
国

も
含

め
た

社
会

の
公

正
、

弱
　

者
へ

の
配

慮
と

い
っ

た
人

々
の

生
活

の
質

に
ま

で
範

囲
が

拡
大

（
同

世
　

代
間

の
公

平
性

）

「
持

続
可

能
な

開
発

」
の

概
念

の
広

が
り

○
企

業
自

身
の

「
持

続
可

能
性

」
に

つ
い

て
も

、
環

境
や

社
会

的
側

　
面

の
重

視
が

必
要

で
あ

る
と

の
認

識
が

広
が

り
、

「
企

業
の

社
会

　
的

責
任

」
（
C

S
R

: 
C

o
rp

o
ra

te
 S

o
c
ia

l 
R

e
sp

o
n
si

b
ili
ty

)の
考

え
方

　
が

登
場

○
「
企

業
の

社
会

的
責

任
」
(C

S
R

)と
は

企
業

　
の

持
続

的
発

展
の

た
め

に
は

経
済

面
　

の
結

果
に

加
え

、
環

境
面

の
結

果
、

社
　

会
面

の
結

果
を

総
合

的
に

高
め

て
い

く
　

必
要

が
あ

る
と

の
考

え
方

「
企

業
の

社
会

的
責

任
」
の

考
え

方
の

登
場

経
済

環
境

社
会

環
境

面
も

含
め

た
総

合
的

な
取

組
の

期
待

へ

○
I
S
O
（

国
際
標
準
化

機
構
）
で
は

C
S
R
の
規
格
化

の
是
非
に
つ

い
て
検
討
中

○
欧
州

連
合
（
E
U
:
 
E
u
r
o
p
e
a
n
 
U
n
i
o
n
）
が
、
C
S
R
の
推
進
に
向
け

た
総
合
的
な

戦
略
を
発
表

（
2
0
0
2
年

7
月

）
○
日
本

に
お
い
て
も

、
環
境
保
全

を
含
め
た
幅

広
い
企
業
の
社

会
的
責
任
と

い
う
観
点
か

ら
、

経
済

同
友

会
が

「
企

業
評

価
基

準
」

を
提

唱
（

2
0
0
3
年

3
月
）

関
連
す

る
最
近
の
動

き

企
業

自
身

の
持

続
可

能
性

た
だ

し
、

社
会

性
の

側
面

に
つ

い
て

は
・
・
・

○
欧

米
に

お
い

て
も

、
多

様
な

哲
学

、
価

値
観

に
よ

っ
て

Ｃ
Ｓ

Ｒ
が

推
進

さ
れ

て
お

り
、

意
見

の
幅

も
大

き
い

○
ま

た
、

現
在

様
々

な
場

で
提

唱
さ

れ
て

い
る

Ｃ
Ｓ

Ｒ
の

企
業

評
価

基
準

に
は

、
日

本
の

価
値

観
か

ら
考

え
て

な
じ

ま
な

い
項

目
も

数
多

く
存

在
し

、
違

和
感

を
覚

え
る

企
業

が
多

い
と

の
指

摘
も

あ
る

。
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①
 
企

業
の

社
会
的
責
任
（

C
SR

）
に

関
す

る
考

え
方

の
展

開
 

 

C
SR

の
環
境
面
の
イ
メ
ー
ジ

 

「
社
会
」

「
経
済
」

「
環
境
」

○
循
環
型

社
会
へ
の
取
組

　
　
・
循

環
関
連
法
を
踏
ま
え
た
取
組
の
進
展

○
環
境
経
営
の
推
進
：
経
営
活
動
の
グ
リ
ー
ン
化

　
　
・
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　
　
・
環
境
情
報
の
公
開

　
　
・
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
展
開

○
生
産
活
動
で

の
配
慮

　
　
・
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
省
資
源
対
策
の
推
進

○
公

害
規
制
へ
の
対
応

環
境
問
題
の
推
移

Ｃ Ｓ Ｒ へ の 対 応 評
価
の
視
点

　
○
個
別
問
題
へ
の
企
業
の
取
組
　
　
　
　
　
　
○
経
済
・
社
会
・
環
境
面
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
な
取
組
に
対

す
る
評
価

（
社

会
）

・
誠

実
な

顧
客

対
応

・
労

働
環

境
、

家
族

へ
の

配
慮

・
社

会
貢

献
活

動
・

多
様

な
ス

テ
ー

ク
ホ

ル
ダ

ー
と

の
　

 
良

好
な

関
係

を
構

築
　

　
な

ど

「
環

境
」

「
社

会
」

「
経

済
」
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－
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－

 

  

C
SR

の
進
展

 

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

 

企
業

の
グ

リ
ー

ン
化

等

へ
の
期
待

 
企
業
の
評
価

 

持
続

可
能

性
報

告
書
等
の
公
表

 

C
SR

が
産
業
界
へ
及
ぼ
す
影
響

 

産
業
界
の
反
応

 
企
業
自
体
の
み
な
ら
ず
、
サ
プ
ラ

イ
チ

ェ
ー

ン
で

の
取

組
が

企
業

の
評

価
を

決
定

す
る

と
の

認
識

の
定
着
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2）
 

市
場
の
反
応

 
・
不
公
正
企
業
の
市
場
か
ら
の
淘
汰

 
 ・
社
会
的
責
任
投
資
（

SR
I）

の
拡
大

 



 
－

 3
5 
－

 

  
               

 
 

 
リ
オ
サ
ミ
ッ
ト
 
 
 

ヨ
ハ
ネ
ス
ブ
ル
グ
サ
ミ
ッ
ト

 

持
続
可

能
な

開
発

 

将
来

の
世

代
の
要

求
を

満
た

し
つ
つ

、
現
在

の
世

代
の
要
求
も
満
足
さ
せ
る
開
発

 

持
続
可
能
性

概
念
の
拡
大

 

環
境
／
生
態
系
：
環
境
の
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン

 
経
済
活
動
：
経
済
の
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン

 
社
会
事
象
：
社
会
の
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン

 

環
境

と
経

済

開
発
の
両
立

 
＋

 
社
会
的
側
面
へ
の
拡
大

 
途
上
国
の
貧
困
、
人
種
差

別
問

題
→

先
進

国
を

含

め
た
生
活
の
質

 

企
業

活
動

へ
の
展
開

 

企
業
の

持
続
可
能
な
発
展

 

企
業
活
動
の
存
立
基
盤
で
あ
る
環
境
／
経
済
／
社
会

の
総
合
的
発
展
が
必
要

 

ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン

 

企
業

の
社

会
的

責
任
（

C
SR

）
 

社
会

 
経

済
 環

境
 

持
続
可
能
性
と
ト
リ
プ
ル
ボ
ト
ム
ラ
イ
ン
の
イ
メ
ー
ジ
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－

 

②
 
企

業
の

社
会
的
責
任
の

推
進
に
関
す

る
仕

組
み

の
展

開
 

  
 

海
外
事
業
活
動
関
連
協
議
会
資
料

 
（

20
03

年
1
月

14
日
）
を
も
と
に
作
成

 

企
業
の
社
会
的
責
任
（

C
SR

）
に
関
す
る
国
際
基
準
・
規
格
の
動
向
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IS

O
で

は
、
企
業
の
社
会
的
責
任
（

C
SR

）
に
関
す
る
規
格
化
に
つ
い
て

IS
O

で
の
検
討
の
是
非
を
含
め
て
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

 
IS

O
/C

O
PO

LC
O

 
消

費
者
政

策
委
員

会
 

（
20

01
年

4
月

）
 

IS
O

理
事

会
か

ら
の

要
請

（
IS

O
理

事
会

決
議

18
/2

00
1）

を
受

け
、

企
業

の
社

会
的

責
任

、
説

明
責

任
、

管
理

実
施

策
に

基
準

を
設

け
る

た
め

に
国

際
規

格
の

実
行

可
能

性

と
必

要
性

を
調

査
・
検

討
す

る
こ

と
と

な
っ

た
 

C
O

PO
LC

O
メ

ン
バ

ー
と

非
メ

ン
バ

ー
の

意
見

交
換

を
す

る
た

め
、

「
企

業
の

社
会

的
責

任
規

格
ソ

リ
ュ

ー
シ

ョ
ン

フ
ォ

ー
ラ

ム
」
が

C
O

PO
LC

O
優

先
課

題
グ

ル
ー

プ
の

ひ
と

つ
で

あ
る

消
費

者
保

護
W

G
に

任
さ

れ
た

 
消

費
者
保

護
W

G
 

（
20

02
年

5
月

）
 

検
討

の
結

果
、

「
企

業
の

社
会

的
責

任
に

関
す

る
IS

O
規

格
の

デ
ザ

イ
ア

ビ
リ

テ
ィ

及
び

フ
ィ

ー
ジ

ビ
リ

テ
ィ

報
告

書
」
を

作
成

し
、

C
O

PO
LC

O
へ

提
出

し
た

。
 

C
O

PO
LC

O
 

（
20

02
年

5
月

）
 

（
C

O
PO

LC
O

決
議

20
/2

00
2）

 
・
（
消

費
者

保
護

W
G

の
報

告
書

の
提

出
に

よ
り

、
）
IS

O
理

事
会

に
対

し
C

SR
規

格
の

新
規

作
業

を
提

案
 

理
事
会

 
（

20
02

年
9
月

）
 

（
IS

O
理

事
会

決
議

29
/2

00
2）

 
・
TM

B(
技

術
管

理
評

議
会

)の
も

と
に

ハ
イ

レ
ベ

ル
・
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

・
グ

ル
ー

プ
（
以

下
H

LA
G

）
を

設
置

す
る

こ
と

 
・
C

O
PO

LC
O

の
C

SR
報

告
書

を
参

考
に

規
格

化
に

つ
い

て
検

討
す

る
こ

と
 

・
そ

の
結

果
を

20
03

年
3

月
に

理
事

会
へ

報
告

す
る

こ
と

 
H

LA
G

 
（

20
03

年
3
月

）
 

以
下

の
よ

う
な

内
容

の
勧

告
を

作
成

 
・
IS

O
は

、
技

術
報

告
書

(T
ec

hn
ic

al
 R

ep
or

t)を
20

03
年

ま
で

に
開

発
す

る
 

・
H

LA
G

は
、

が
技

術
報

告
書

が
開

発
さ

れ
た

後
に

、
マ

ネ
ジ

メ
ン

ト
シ

ス
テ

ム
に

関
す

る
ガ

イ
ド

ラ
イ

ン
を

第
三

者
認

証
で

は
な

く
自

己
適

合
宣

言
を

対
象

と
す

る
か

ど
う

か
検

討
す

る
た

め
の

資
料

を
作

成
す

る
 

・
TM

B
は

、
そ

の
正

当
化

作
業

を
行

う
 

・
IS

O
は

、
IS

O
規

格
類

が
多

く
に

受
け

入
れ

ら
れ

る
よ

う
に

、
当

該
プ

ロ
セ

ス
を

レ
ビ

ュ
ー

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
 

※
勧

告
が

出
た

後
も

検
討

を
継

続
し

て
行

っ
て

い
る

が
、

C
SR

が
多

く
の

分
野

を
含

む
た

め
、

20
03

年
ま

で
の

TR
の

作
成

は
出

来
な

か
っ

た
。

 
IS

O
/T

C
20

7 
（

20
03

年
6
月

）
 

企
業

の
社

会
的

責
任

(C
SR

)に
関

す
る

タ
ス

ク
フ

ォ
ー

ス
(T

F)
 

IS
O

/T
C

 
20

7
は

、
C

SR
TF

 I
SO

/T
C

20
7 

N
62

4 
R

1
か

ら
報

告
書

を
受

け
取

り
、

C
SR

 T
F 

は
、

C
SR

に
関

す
る

IS
O

/T
M

B
（
技

術
管

理
評

議
会

）
St

ra
te

gi
c 

Ad
vi

so
ry

 G
ro

up
（
SA

G
：
戦

略
諮

問
グ

ル
ー

プ
）
か

ら
の

指
令

に
、

引
き

続
き

全
面

的
に

協
力

す
る

こ
と

と
し

た
。

加
え

て
、

書
記

長
に

対
し

て
、

SA
G

へ
の

連
絡

と
C

AG
（
C

ha
irm

an
 A

dv
is

or
y 

G
ro

up
）
 お

よ
び

C
SR

 T
F 

へ
、

折
り

返
し

報
告

す
る

こ
と

を
依

頼
し

た
。

 
TM

B 
（

20
03

年
9
月

）
 

（
TM

B
決

議
59

/2
00

3）
 

・
ア

ド
バ

イ
ザ

リ
ー

グ
ル

ー
プ

（
H

LA
G

と
同

意
、

以
下

AG
）
は

、
次

の
2

種
類

の
発

行
物

を
迅

速
に

作
成

す
る

 
①

グ
ル

ー
プ

に
よ

る
作

業
報

告
書

 
 

 
 

 
 

 
 

②
世

界
的

な
C

SR
規

格
の

要
請

に
耐

え
う

る
よ

う
な

項
目

の
リ

ス
ト

と
分

析
 

・
20

04
年

1
月

の
TM

B
会

議
の

前
に

最
初

の
報

告
書

を
提

出
す

る
。

ま
た

、
最

終
的

な
報

告
書

は
20

04
年

4
月

ま
で

に
提

出
す

る
 

・
20

04
年

6
月

の
会

合
の

前
に

C
SR

に
関

す
る

国
際

会
議

を
IS

O
中

央
事

務
局

と
TM

B
と

AG
議

長
の

主
催

に
よ

り
開

催
す

る
 

TM
B 

（
20

04
年

1
月

）
 

（
TM

B
決

議
2/

20
04

）
 

・
20

04
年

6
月

21
日

～
22

日
に

C
SR

（
決

議
で

は
SR

）
会

議
を

ス
ト

ッ
ク

ホ
ル

ム
で

開
催

す
る

 
・
会

議
の

１
ヶ

月
以

上
前

に
AG

の
報

告
書

を
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
に

掲
載

す
る

 
・
TM

B
は

SR
会

議
後

の
フ

ォ
ロ

ー
ア

ッ
プ

会
議

で
、

将
来

の
ア

ク
シ

ョ
ン

に
関

す
る

決
定

を
下

す
  

国
際
的
な

動
き
：

IS
O

に
お
け
る
取
組

日
本
工

業
標
準
調
査
会
の

H
P
を
も
と
に
作
成
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*：
Pr
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ot
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a 
Eu
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k 
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r c
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ra
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po
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ib

ilit
y 

G
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 P

ap
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 C
O

M
(2

00
1)

36
6 

fin
al

 
 

●
EU

の
C

SR
に
関
す
る
定
義

 
     

●
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
の
主
な
方
針

 
        

 
責
任
あ
る
行
動
が

持
続
可
能
な
事
業
に
つ
な
が
る
と
言
う
認
識
を
、
企
業
が
深
め
、
社
会
・
環
境
問
題
を
自
発
的
に
、

そ
の
事
業
活
動
及
び

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
と
の
相
互
関
係
に
取
り
入
れ
る
た
め
の
概
念

 

欧
州
連
合
（

EU
）
の
取
組

 

・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
へ
の
対
応

 
企
業
の
自
主
性
の
協
調
、
労
働
組
合
・
市
民
団
体
の
ミ
ニ
マ
ム
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
設
定
、
投
資
家
へ
の

SR
Iに

関

す
る
評
価
方
法
、
年
金
運
用
の
情
報
公
開
、
消
費
者
に
対
す
る
倫
理
・
社
会
・
環
境
情
報
の
提
供
、

C
SR

フ
ォ
ー
ラ

ム
の
創
設
と
持
続
可
能
性
報
告
の
奨
励

 
・

C
SR

の
原
則

 
自
主
性
、
信
頼
性
と
透
明
性
、
経
済
的
・
社
会
的
・
環
境
的
問
題
お
よ
び

消
費
者
利
益
の
バ
ラ
ン
ス
あ
る

C
SR

の

模
索
、
中
小
企
業
の
取
組
の
必
要
性
、
国
際
合
意
と
の
強
調

 
・
推
進
戦
略

 
途
上
国
に
お
け

る
C

SR
と
ビ
ジ
ネ
ス
の
重
要
性
、

C
SR

の
経
験
の
企
業
間
で
の
共
有
、

C
SR

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
ス

キ
ル
の
向
上
、
中
小
企
業
の

C
SR

意
識
の
育
成
、

C
SR

推
進
手
段
の
向
上
、

C
SR

の
EU

政
策
へ
の
組
み
込
み

 

「
グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
（
公
開
素
案
）

* ：
企
業
の
社
会
的
責
任
に
お
け
る
欧
州
枠
組
み

の
促
進
」
（

20
01

年
7
月
）
の
検
討
状
況
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－
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9 
－

 

  
（
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
：

グ
リ
ー
ン
ペ
ー
パ
ー
（
公

開
素
案
）
に
対
し
て
寄
せ

ら
れ
た
産
業
界
、
労
働
界

、
N

PO
等
の
意
見
を
も
と
に
作
成

し
た
戦
略
文
書
）

 
**：

C
O

M
M

U
N

IC
AT

IO
N

 F
O

R
M

 T
H

E 
C

O
M

M
IS

SI
O

N
 c

on
ce

rn
in

g 
C

or
po

ra
te

 S
oc

ia
l R

es
po

ns
ib

ilit
y:

 A
 b

us
in

es
s 

co
nt

rib
ut

io
n 

to
 

Su
st

ai
na

bl
e 

D
ev

el
op

m
en

t C
O

M
(2

00
2)

34
7 

fin
al

 
 

●
ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
に
示
さ
れ
た
取
組
方
針

 
          

○
EU

と
し
て
は
、

C
SR

は
企
業
の
自
主
的
努
力
に
ゆ
だ
ね
る
。

 
○

EU
と
し
て
は
、

C
SR

の
法
制
化
は
行
わ
な
い
か
わ
り
に
、
企
業
の
事
業
活
動
の
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
い
て

C
SR

を
組
み
込

む
た
め
の
、
次
の
推
進
活
動
を
支
援
す
る
。

 
・

C
SR

に
つ
い
て
の
理
解
や
情
報
交
換
の
促
進

 
・

C
SR

の
実
践
方
法
や
、
ツ
ー
ル
の
開
発

 
・
「

EU
マ
ル
チ
・
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
－
ズ
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
の
設
立
に
よ
る
関
係
者
の
協
議
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成

 
・

EU
の
各
政
策
に
お
け
る

C
SR

関
連
部
分
の
調
整

 

ホ
ワ
イ
ト
ペ
ー
パ
ー
（
戦
略
文
書
）

**
の
公
表
（

20
02

年
7
月
）
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 （
社
）
経
済
同
友
会
は

20
03

年
3
月
に
「
「
市
場
の
進
化
」
と
社
会
的
責
任
経
営

―
企

業
の

信
頼
構
築

と
持
続
可
能
な
価
値
創
造
に
向
け
て
ー
」
を

公
表
し
、

C
SR

へ
の
取
組
を
提
唱
す
る
と
同
時
に
、
具
体
的
な
取
組
を
促
進
す
る
た
め
の
「
企
業
評
価
基
準
」
を
提
唱
し
て
い
る
。

 
 

●
具
体
的
実
践
に
向
け
た
「
企
業
評
価
基
準
」
の
提
唱

 
具
体
的
実
践
に
一
刻
も
早
く
踏
み
出
す
べ
き
で
あ
る
と
の
認
識
の
下
、
促
進
の
た
め
の
手
法
と
し
て
提
唱
し
た
も
の
で
あ
り
、

20
03

年
度

は
こ
の
「
企
業
評
価
基
準
」
に
基
づ
い
た
評
価
の
実
施
を
会
員
所
属
企
業
に
呼
び
か
け
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

 

 
●
「
企
業
評
価
基
準
」
の
特

徴
、
構
成

 
[特

徴
] 
・
経
営
者
が
社
会
の
価
値
観
の
変
化
に
「
気
づ
く
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
優
れ
た
経
営
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
の
で
き
る
基
準

 
・
一
定
の
価
値
観
に
基
づ
く
画
一
的
な
評
価
で
は
な
く
、
多
様
な
取
組
み
の
中
か
ら
先
進
的
事
例
を
発
掘
・
評
価
す
る
も
の

 
・
現
状
の
評
価
だ
け
で
な
く
、
概
ね

3年
後
を
目
安
に
実
現
を
目
指
す
目
標
を
設
定
し
、
経
営
者
が
そ
れ
を
コ
ミ
ッ
ト
（
約
束
）
し
、

実
践
を
促
進
す
る
も
の

 
[構

成
] 
①
こ
の
評
価
基
準
は
、
大
き
く

5分
野
（
市
場
、
環
境
、
人
間
、
社
会
、
お
よ
び
コ
ー
ポ
レ
ー
ト
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
）
に
わ
た
る

11
0項

目
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

 

②
「
企
業
の
社
会

的
責
任
」
（
市
場
、
環
境
、
人
間
、
社
会
の
各
分
野
）
は

83
項
目
と
な
っ
て
い
る
。

 
 我
が
国
の
取
組

 

（
社
）
経
済
同
友
会
の

C
SR

へ
の
取
組
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1 
－

 

          

 

出
典

：
社

団
法

人
 
経

済
同

友
会

 
第

15
回

企
業

白
書
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